
Contents Vol.229
2023.4.1

ごあいさつ

新入生の皆さんへ

巻頭特集

1	修了式・卒業式を挙行
2	ＯＵＨＳスポーツキャンプ	開催

大体大PEOPLE
胡 	 正俊・幼児活動研究会株式会社
　　　　　　		コスモスポーツクラブ堺支部係長

NEWS

1	就職状況
2	教員採用試験
3	令和５年度入試状況
4	３年ぶりスキー実習
5	ハンドボール部女子祝賀会
6	日本部活動学会第６回大会

EVENT

1	 FD・SD研修会
2	シンガポールの大学と３月に交流協定を締結
3	学長特別表彰
4	大島鎌吉スポーツ賞
5	優勝おめでとう	横断幕
6	特別支援教育「教育講演会」
7	宇津木美都選手　世界パラ水泳出場へ
8	くまとりロード開催

01

02

05

07

11

コラム「ボーシャー」
コラム「窓」

14



OUHSジャーナル vol.229（2023.4） 1

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代
表して心よりお喜び申し上げます。
大阪体育大学は、学校法人浪商学園が設置する教育機関の

１つです。浪商学園は1921（大正10）年に創立され、2021年、
創立100周年を迎えました。学園の建学の精神は「不断の努力
により智・徳・体を修め社会に奉仕する」。この建学の精神を
体現できる人材の育成を目指しています。
学園は創立以来スポーツ活動を奨励してきました。浪商高
校第２代校長、野田三郎（大阪体育大学初代学長）は「スポー
ツを通した青少年の健全育成」の理念の下、野球を筆頭に運
動部活動を積極的に支援しました。その強い思いが大阪体育
大学開学へ結びつきました。
大阪体育大学は、東京オリンピック開催の翌年1965（昭和
40）年に開学し、今年で創立58周年を迎えます。開学にあたり、
東京オリンピック選手強化対策本部長と選手団長を務められ
た後に日本人初のオリンピック平和賞を受賞された大島鎌吉
先生（1932年ロサンゼルスオリンピック陸上三段跳銅メダル獲得）
を副学長として、またオリンピックスポーツ科学委員で、後に
日本体育学会会長に就任された加藤橘夫先生を学部長として
お迎えしました。
西日本初の体育・スポーツの専門大学として、体育・スポー

ツを通して０歳から100歳までの健康を維持することを標榜し、
産業体育・社会体育・学校体育の３コース制で教育をスター
トしました。当時、この分野で最先端におられた大島、加藤
両先生の思いが、本学の教育の原点です。50年以上経過した
今も色あせることなく、脈々と受け継がれています。
今年入学された皆さんの高校生活は、コロナに始まり、コ

ロナで終わった３年間でした。いまだにコロナウイルス感染症
は収束していませんが、分類上２類から５類に引き下げられ
ますので、少しずつ以前の日常が戻って来ると思います。
昨年11～12月にカタールで開催された、サッカーワールドカ

ップは世界中の人々にコロナに立ち向かう勇気を与えてくれた
のではないでしょうか。改めてスポーツの果たす役割に気付
かされました。
21世紀に入り、時代は猛烈なスピードで変化しています。
今まで考えられなかったような事が内外で次々と起こっています。
皆さんには急激な時代の変化に、柔軟な思考力で対応し、

自ら考える力を養い社会改革に挑める、そんな大人になって
欲しいと思います。
大阪体育大学での学びが、未来社会で活躍できる人間にな

るための近道となるでしょう。新入生の皆さんが、充実した
学生生活を送られることを願ってあいさつとします。

新入生の皆さん、大阪体育大学への入学おめでとうござい
ます。皆さんは、高校生活の大半をコロナ禍の中で過ごされ、
部活動や大会、そして合宿や修学旅行などが中止や延期にな
るなど、制限の多い３年間を過ごされたと思います。しかし
コロナ禍も、ようやく終わりを迎えるタイミングで、大阪体
育大学に入学することになったことは、とても喜ばしいこと
だと思います。
大学は高校と異なり、どのような授業を取るか、どのよう

なゼミを選ぶか、そしてどのような部活動やサークル活動を
選ぶか、皆さんの意思が尊重されます。また学外でのアルバ
イトやボランティア活動、そしてインターンシップなど、在
学中の生活を自由に設計することができます。その一方で、
「自由には責任が伴う」と言われるように、高校時代と異なり、
大学生活における学びの成果は、皆さん自身の努力に委ねら
れます。何を目標にするのか、何を習得するのか、そして長
い人生に備えてどのような準備をするのかなど、時間をかけ
て熟考し、早い時期に明確な指針を定めて欲しいと思います。
体育やスポーツ、そして教育の世界は広く、やりがいのあ

る仕事が多くあります。幼稚園、保育園、特別支援学校、小
学校、中学校、高校の教員、警察官、消防官、自治体職員と
いった就職先もあれば、大学院への進学を経て大学教員を目
指す道も拓かれています。さらに多様なスポーツ関連企業や
一般企業からの求人も多くあり、皆さんの将来には多様な選
択肢が広がっています。
さらに皆さんの将来の進路選択に向けて、大学は手厚い支

援を行っています。教員志望の皆さんには教職支援センター
があり、一般企業や公務員の就職に向けてはキャリア支援セ
ンターがあります。また部活動に熱中し過ぎて単位取得に黄
色信号が灯った学生に対しては、学習支援室がサポートを行
います。大学が提供するこれらのサービスを、早い時期から
充分に活用して欲しいと思います。
「少年老い易く学成り難し」は言い古された諺ですが、こ
の言葉を今一度新入生の皆さんに伝えたいと思います。まだ
まだ若く、時間はたっぷりあると思っていても、年月はあっ
という間に過ぎてしまい、やろうと思っていた勉学ができな
るという警鐘の言葉です。4年間は長いようで短い。新入生
の皆さんには、学生生活を心から楽しむととともに、時間を
大切にしながら、目標に向かって着実に学生生活を送って欲
しいと願います。

長いようで短い4年間長いようで短い4年間
着実な学生生活を着実な学生生活を

大阪体育大学

学　長　原田 宗彦

柔軟な思考力で柔軟な思考力で
社会改革に挑む人材に社会改革に挑む人材に

新入生の皆さんへ新入生の皆さんへ

学校法人浪商学園

理事長　野田 賢治
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令
和
４
年
度
修
了
式
・
卒
業
式
が
３
月
17
日
、
大
阪
市

北
区
の
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
で
行
わ
れ
た
。

修
了
生
・
卒
業
生
は
、
大
学
院
生
は
博
士
前
期
課
程
17

名
、
博
士
後
期
課
程
５
名
。
学
部
生
は
体
育
学
部
4
9
7

名
、
教
育
学
部
1
2
9
名
で
合
わ
せ
て
6
2
6
名
。
こ
れ

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
午
前
と

午
後
の
２
部
制
だ
っ
た
が
、
今
年
は
一
堂
に
会
し
た
。

式
で
は
、
原
田
宗
彦
学
長
が
博
士
後
期
課
程
の
５
名
や

博
士
前
期
課
程
と
各
コ
ー
ス
代
表
の
学
生
に
学
位
記
・
卒

業
証
書
を
授
与
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
学
業
で
優
れ
た
成
績
を

収
め
た
大
島
鎌
吉
賞
、
加
藤
橘
夫
賞
な
ど
の
88
名
を
表
彰

し
た
。

原
田
学
長
は
続
い
て
式
辞
に
臨
み
、「
皆
さ
ん
に
『
美
点

凝
視
』
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
そ
の
人
の
よ
い
点
や

優
れ
て
い
る
点
を
見
つ
け
、
長
所
と
し
て
認
識
す
る
と
い

う
意
味
で
、
人
間
は
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

皆
さ
ん
は
新
し
い
職
場
や
学
校
で
多
く
の
人
と
交
わ
り
ま

す
が
、
上
司
や
同
僚
、
子
ど
も
た
ち
の
優
れ
た
点
や
良
い

点
を
見
つ
け
て
相
手
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。野
球
の
W
B
C

で
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
選
手
全
員
が
お
互
い
や
相
手
選
手

を
も
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
ま
さ
に
『
美
点
凝
視
』
が
優
れ
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も
ス
ポ
ー

ツ
の
素
晴
ら
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
な

ど
と
卒
業
生
ら
に
語
り
か
け
た
。

記
念
品
贈
呈
の
後
、
送
辞
は
、

在
学
生
を
代
表
し
て
北
川
亮
介
さ

ん
（
体
育
学
部
３
年
）
が
、
謝
辞

は
、
大
学
院
総
代
・
帯
川
き
よ
ら

さ
ん
、
体
育
学
部
総
代
・
岡
田
菜

月
さ
ん
、
教
育
学
部
総
代
・
福
田

桜
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。

ま
た
、
各
コ
ー
ス
な
ど
に
分
か

れ
た
伝
達
式
で
は
、
修
了
生
・
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
に
ゼ
ミ
の
指
導

教
員
ら
か
ら
学
位
記
・
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
た
。

修了式・卒業式を挙行
４年ぶり一堂に会し

ザ・リッツ・カールトン大阪

【大島鎌吉賞受賞者】
　�岡田彩愛、下馬場燎、前田優、弓削春風（以上ハンドボール部女子）＝全日本学生選手権
優勝、岩崎立来（陸上競技部）＝世界選手権出場

【加藤橘夫賞】３名
　�岡田菜月（体育学部スポーツ教育学科）、山崎麻弥（体育学部健康・スポーツマネジメント
学科）、福田桜子（教育学部教育学科）＝学業成績学科１位

【博士後期課程修了者】
　�ヘンダーソン・フレデリック・ジェームス・ベノワ、吉武将司、山田弥生子、
　�冨永哲志、近藤みどり

ザ・リッツ・カールトン大阪で行われた修了式・卒業式。４年ぶりに一堂に会して実施された

学位記・卒業証書を授与される修了生・卒業生
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Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
は
、
小
中

高
校
生
や
年
長
者
の
方
々
ら
が
キ
ャ
ン
パ
ス

で
本
学
の
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー
ツ
体

験
な
ど
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
こ
れ
ま
で
、

地
域
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
毎
年
招
き
、

「
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
本

学
が
持
つ
知
的
、
人
的
、
物
的
資
源
を
提
供

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
対
策
で
３
年
間
規
模
を

縮
小
し
て
い
た
が
、
今
年
は
浪
商
学
園
の
創

立
1
0
0
周
年
（
2
0
2
1
年
）
記
念
事
業

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
を
拡
大
し
て
開

催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
統
・
今
・
そ

し
て
未
来
」。
大
阪
体
育
大
学
が
主
催
し
、
大

阪
府
の
特
別
協
力
、
熊
取
町
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
午
前
・
午
後
の
２
部
制
で
実
施
し
た
。

中
央
棟
前
広
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
大
阪
体
育
大
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
長

の
冨
山
浩
三
教
授
が
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
と

し
て
「
普
段
、
学
校
の
体
育
で
や
っ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
と
は
ま
た
違
う
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
、
面
白
さ
を
ぜ
ひ
た
っ
ぷ
り
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
、
大
阪
体
育
大
学
の

最
先
端
の
施
設
や
経
験
や
知
識
を
公
開
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
浪
商
学
園
の
野
田
賢
治
理
事
長

が
「
浪
商
学
園
は
、
１
０
０
年
前
の
創
立
時

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
育

成
を
教
育
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
タ

イ
ト
ル
の
『
伝
統
・
今
・
そ
し
て
未
来
』
に

あ
る
通
り
、
浪
商
学
園
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の

教
育
方
針
を
守
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

参
加
者
に
語
り
か
け
た
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
の
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
ク
ラ
ブ
の
監
督
・
コ
ー

チ
や
部
員
、
教
員
や
ゼ
ミ
生
が
紹
介
さ
れ
、

開
会
式
は
終
了
し
た
。

ＯＵＨＳスポーツキャンプ 開催ＯＵＨＳスポーツキャンプ 開催
スポーツの伝統・今・そして未来

「浪商学園100周年記念ＯＵＨＳスポーツキャンプ」が２月25日、
大阪体育大学と大阪体育大学浪商中学・高等学校で開催された。

浪商学園100周年記念事業

サッカー

ハンドボール

キックターゲット

バレーボール

剣道

３×３バスケットボール

ボッチャ

テニス
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続
い
て
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
浪
商
中
学
・
高
校
の
体
育
館
で
、
サ
ッ

カ
ー
、
野
球
な
ど
９
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
と
、
９
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
一
斉
に
開
催
さ
れ
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
本
学
の
ク
ラ
ブ
な
ど
が
担

当
し
た
ほ
か
、特
別
協
力
を
い
た
だ
い
た
大
阪

府
の
連
携
事
業
な
ど
と
し
て
、
車
い
す
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
主
将
の
網
本
麻

里
選
手
に
よ
る
体
験
教
室
、防
災
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
、
サ
ッ
カ
ー
J
３
・
F
C
大
阪
に
よ
る

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
も
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
各
ク
ラ
ブ
の

監
督
や
部
員
ら
か
ら
指
導
さ
れ
て
元
気
い
っ

ぱ
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
地
域
の
高
齢
者

の
方
々
は
、
健
康
増
進
・
若
返
り
講
座
で
学

生
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
ん
だ
。

お
昼
に
は
中
央
棟
前
広
場
で
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
、
な
ぎ
な
た
部
、

ダ
ン
ス
部
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部
が
演
舞
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
ピ
ア
ノ
&
ボ
ー
カ

ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
ぶ
ー
げ
ん
び
り
あ
」
の
ラ
イ

ブ
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
合
同
開
催
と
し
て
高
校
生
や

保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談

会
も
実
施
さ
れ
、
本
学
に
関
心

の
あ
る
高
校
生
ら
が
入
試
や

本
学
で
の
学
び
な
ど
に
つ
い

て
、
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
し
て

い
た
。

●実施された体験会

スポーツ体験教室 サッカー、テニス、野球、バスケットボール、剣道、健康増進・若返り講座、
バレーボール、ハンドボール、車いすバスケットボール

スポーツ体験コーナー ボッチャ、ボルダリング、超人スポーツ、体力測定会、BMX、３×３バスケットボール、�
キックターゲット、防災スポーツ体験会、車いすバスケットボール

ステージパフォーマンス なぎなた部演舞、ダンス部パフォーマンス、ダブルダッチ部パフォーマンス、�
「ぶーげんびりあ」音楽ライブ

車いすバスケットボール

超人スポーツ

体力測定会

健康増進・若返り講座

ピアノ & ボーカルユニット
「ぶーげんびりあ」ライブ

バスケットボール

野球

ボルダリング

防災スポーツ体験会

BMX

なぎなた部演舞

ダンス部パフォーマンス

ダブルダッチ部パフォーマンス
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大体大 PEOPLE

―
―�

仕
事
の
内
容
は

基
本
的
に
は
幼
児
と
小
学
生
に
対
し
て
の

体
育
指
導
で
す
。
午
前
中
は
園
内
保
育
に

入
っ
て
一
緒
に
指
導
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
午

後
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
園
の
場
所
を

借
り
て
年
少
・
年
中
・
年
長
と
小
学
生
に
指

導
し
ま
す
。
小
学
校
の
先
生
に
対
し
て
体
育

指
導
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
こ
の
仕
事
を
め
ざ
し
た
き
っ
か
け
は

高
校
の
時
に
行
っ
た
保
育
園
の
職
場
体
験

に
体
操
の
先
生
が
来
て
い
て
、
こ
ん
な
仕
事

が
あ
る
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が

一
番
楽
し
そ
う
な
瞬
間
が
そ
の
体
育
の
時
間

だ
っ
た
と
い
う
の
が
印
象
的
で
、
こ
れ
を
仕

事
に
し
た
ら
ず
っ
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

る
の
か
も
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
と
接
し
た

り
、教
え
た
り
す
る
の
が
も
と
も
と
好
き
だ
っ

た
の
で
、
学
校
の
先
生
も
い
い
か
な
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
ど
こ
が
一
番
自
分
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
考
え
て
、
早
い
段
階
か
ら
幼
児

体
育
に
関
わ
る
仕
事
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
大
阪
体
育
大
学
に
進
学
し
た
理
由
は

中
学
・
高
校
と
陸
上
競
技
に
取
り
組
ん
で

い
て
大
学
で
も
続
け
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
と
、

や
っ
ぱ
り
幼
児
体
育
に
関
わ
る
仕
事
を
め
ざ

す
た
め
に
大
阪
体
育
大
学
へ
進
学
し
ま
し

た
。
大
阪
体
育
大
学
だ
っ
た
ら
色
々
な
夢
を

持
っ
て
い
る
人
と
出
会
え
る
か
な
と
思
い
ま

し
た
し
、
体
育
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
な

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
第
一
志
望
が
大

阪
体
育
大
学
で
し
た
。

―
―
大
学
時
代
の
思
い
出
は

ず
っ
と
陸
上
競
技
の
長
距
離
を
や
っ
て
き

て
、
高
校
の
途
中
で
走
り
幅
跳
び
と
か
三
段

跳
び
と
か
跳
躍
も
一
緒
に
や
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
大
学
は
三
段
跳
び
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
大
学
だ
と
目
標
が
高
く
な
っ
て
、
高

校
の
時
の
レ
ベ
ル
と
全
然
違
う
の
で
す
が
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
友
人
関
係
も

授
業
も
ゼ
ミ
も
部
活
も
楽
し
く
て
、
大
学
時

代
は
面
白
く
な
い
時
が
な
か
っ
た
で
す
。

大学で学んだ“本物 ”の技術を仕事に生かす

体育指導で地域貢献したい

胡 正俊（えびす・まさとし）
1987 年 10 月 27 日生まれ、35 歳。大阪体育大学体育学部 健康 ･
スポーツマネジメント学科卒、42 期。2010 年 4 月に幼児活動研
究会株式会社 コスモスポーツクラブに入社。大阪南支部での勤務
をスタートし、現在は自身の地元でもある堺支部に在籍。子供た
ちの体育指導などに取り組む。

幼児活動研究会株式会社
コスモスポーツクラブ堺支部係長

胡　正俊さん

大
阪
体
育
大
学
の
卒
業
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
と
、
保
健
体
育
教
員
や
ア
ス
リ
ー

ト
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
勤
務
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
だ
が
、
そ
の

進
路
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
ん
な
卒
業
生
の
就
職
先
と
し
て
人
気
の
企
業
が
、
東
京
都
品
川

区
に
本
社
を
置
く
「
幼
児
活
動
研
究
会
株
式
会
社�

コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」。
全
国
各
地

の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
に
講
師
を
派
遣
し
、
子
供
た
ち
に
体
育
指
導
な
ど
を
行
う

企
業
で
、
幼
児
体
育
を
手
掛
け
る
先
進
企
業
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
幼
児
活
動
研
究
会
に

は
、
令
和
5
年
度
の
新
入
社
員
を
含
め
、
卒
業
生
ら
30
人
余
り
が
在
籍
し
、
子
供
た
ち
の
体

育
指
導
を
中
心
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
企
業
で
活
躍
す
る
大
体
大
ピ
ー

プ
ル
に
幼
児
体
育
の
重
要
性
や
課
題
、
卒
業
生
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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―
―
友
人
関
係
も
良
か
っ
た
の
で
す
ね

友
人
に
は
教
員
を
め
ざ
す
人
や
警
察
官
・

消
防
士
を
め
ざ
す
人
、
起
業
を
め
ざ
す
人
も

い
て
、
同
じ
よ
う
に
夢
を
追
い
か
け
て
い
る

仲
間
と
過
ご
せ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
と
同
じ
夢
を
持
つ
友
人
と
も
出

会
い
、「
先
輩
が
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

い
う
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
て
、
自
分
も
働
き

た
い
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、「
自
分
も
そ
れ

を
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
」
と
意
気
投
合
し

ま
し
た
。

―
―
仕
事
の
楽
し
さ
、
や
り
が
い
は

子
供
た
ち
が
頑
張
っ
て
う
ま
く
な
っ
た
時

は
自
分
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
教

え
て
い
っ
て
、
最
初
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

子
供
た
ち
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
子
供
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
で
き
た
瞬
間
が
一
番
嬉
し

そ
う
で
す
し
、
そ
れ
を
見
て
保
護
者
や
先
生

も
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
ね
。
結
構
体
力
を
使
う
仕
事
で
す
が
、

帰
る
時
に
は
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
る
よ
う
な

感
じ
で
す
。

―
―�

子
供
へ
の
指
導
は
難
し
そ
う
に
思
え
ま

す
が

会
社
に
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
ま
ず
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
は
会
社
の
強
み
だ
と

思
い
ま
す
。
子
供
相
手
の
仕
事
で
す
の
で
、

自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
の
方
が

多
い
の
で
す
が
、
極
力
子
供
た
ち
に
合
わ
せ

て
、
自
発
的
に
や
り
た
く
な
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
の
が
一
番
な
の
で
、
例
え
ば
ボ
ー
ル
を
投

げ
る
時
に
も
「
強
く
投
げ
て
」
と
言
う
よ
り

も
、「
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
」
と
言
う
方
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
っ
て
、
思
い
切
り
投

げ
ら
れ
た
り
、
投
げ
る
角
度
も
よ
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

―
―
指
導
す
る
と
き
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

幼
児
体
育
の
会
社
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

体
育
指
導
で
何
か
を
伝
え
て
い
く
。
人
と
し

て
成
長
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
仕
事
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら
目
標
を
達
成
し
て
、
更

に
努
力
し
て
ま
た
で
き
た
と
い
う
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
。
人
と
し
て
そ
う
い
う

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
指
導
し
た

以
上
は
絶
対
に
う
ま
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
。

―
―
幼
児
体
育
の
重
要
性
は

子
供
た
ち
の
運
動
能
力
の
低
下
が
気
に
な

り
ま
す
。
転
ん
だ
時
に
顔
か
ら
落
ち
て
手
を

つ
け
な
い
と
か
、
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
な
い
と

か
。
公
園
で
遊
ん
だ
り
す
る
経
験
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、
子
供
た
ち
の
動
き
が
単

純
化
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

運
動
神
経
が
形
成
さ
れ
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
体
を
動
か
せ
る
力

を
つ
け
て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

勉
強
が
で
き
る
、
音
楽
が
で
き
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
運
動
が
で
き
る
と
子
供
た
ち
の
将

来
の
選
択
肢
も
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

―
―�

大
阪
体
育
大
学
で
の
学
び
が
仕
事
に
ど

う
生
か
さ
れ
て
い
る
か

部
活
で
学
ん
だ
走
り
方
の
技
術
と
か
、
大

阪
体
育
大
学
で
本
物
の
技
術
を
学
ん
で
き
た

の
で
、
自
信
を
持
っ
て
技
術
を
伝
え
ら
れ
る

こ
と
が
一
番
の
強
み
か
な
と
思
い
ま
す
。
野

外
実
習
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
も

今
の
仕
事
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
子
供

た
ち
が
け
が
を
し
た
時
に
応
急
処
置
が
で
き

た
り
、
自
分
で
テ
ー
ピ
ン
グ
が
で
き
た
り
、

そ
う
い
う
部
分
も
生
き
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
抱
負
は

も
っ
と
上
の
立
場
に
立
っ
て
、
地
域
貢
献

に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
い
い
指
導
を

す
る
こ
と
が
一
番
の
地
域
貢
献
か
な
と
思
う

の
で
す
が
、
体
育
指
導
で
何
か
を
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
い
環
境
で
若
い
社
員
に
成
長
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

―
―
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

も
、
色
々
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
き
た
の
な
ら
、

そ
の
ス
キ
ル
を
生
か
せ
る
仕
事
を
見
つ
け
る

の
が
一
番
で
す
し
、
こ
の
仕
事
の
よ
う
に
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
道
は
い
く
ら
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
努
力
し
て
き
た
人
た
ち
だ
と
思

う
の
で
、
そ
の
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
色
々
な
経
験

を
し
て
、
見
つ
け
た
夢
に
向
か
っ
て
一
直
線

に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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令
和
４
年
度
実
施
（
令
和
５
年
度
採
用
）
の
公
立

学
校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合
格
者
は
、
27
の
自
治

体
で
延
べ
70
人
と
な
っ
た
。
前
年
度
の
現
役
合
格
者

63
人
を
上
回
っ
た
。

内
訳
は
、
大
阪
府
11
人
、
大
阪
市
７
人
、
堺
市
２

人
、
兵
庫
県
１
人
、
神
戸
市
２
人
、
京
都
府
１
人
、

和
歌
山
県
４
人
、
奈
良
県
１
人
、
滋
賀
県
１
人
、
鳥

取
県
９
人
、
愛
媛
県
４
人
、
高
知
県
３
人
、
北
九
州

市
３
人
、
岡
山
県
２
人
、
横
浜
市
２
人
、
愛
知
県
２

人
、
福
岡
県
２
人
、
香
川
県
２
人
、
島
根
県
２
人
、

北
海
道
１
人
、
神
奈
川
県
１
人
、
相
模
原
市
１
人
、

静
岡
県
１
人
、
新
潟
県
１
人
、
岐
阜
県
１
人
、
富
山

県
１
人
、
福
井
県
１
人
、
長
崎
県
１
人
。

学
校
種
別
で
は
小
学
校
（
小
中
い
き
い
き
連
携
を

含
む
）
48
人
、
中
学
校
８
人
、 
高
校
２
人
、
特
別
支

援
学
校
12
人
。
教
育
学
部
で
初
め
て
高
校
の
現
役
合

格
者
が
出
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
の
教
員
採
用
試
験

も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
実
施
方

法
や
試
験
内
容
の
一
部
が
変
更
に
な
っ
た
。

本
学
で
は
、
１
年
次
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

２
年
次
の
グ
ル
ー
プ
面
談
、
３
年
次
前
期
の
全
員
の

個
人
面
談
な
ど
が
あ
る
。
大
規
模
校
で
は
学
生
全
員

と
の
面
談
は
難
し
い
と
思
う
が
、
本
学
は
学
生
の
顔

を
覚
え
る
く
ら
い
に
一
人
一
人
と
徹
底
し
て
向
き
合

う
。
そ
れ
を
機
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
コ
ツ

コ
ツ
勉
強
す
る
学
生
が
多
い
。
面
談
で
は
試
験
対
策

だ
け
で
な
く
全
般
的
な
悩
み
の
相
談
も
あ
り
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
効
果
が
利
い
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、

学
部
の
先
生
方
と
は
別
に
、
学
習
支
援
室
が
Ｓ
Ｐ
Ｉ

対
策
を
徹
底
し
、
各
種
支
援
講
座
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
校
長
経
験
ス
タ
ッ
フ
３

名
に
よ
る
、
時
に
厳
し
い
ほ
ど
の
面
接
練
習
な
ど
も

合
格
に
向
け
た
武
器
に
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
教
員
採
用
試
験
が
易
化
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
確
か
に
小
学
校
教
員
の
採
用
試
験
倍
率

は
、
10
年
ほ
ど
前
は
10
倍
前
後
だ
っ
た
が
、
こ
こ
数

年
を
見
れ
ば
２
～
５
倍
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
一
方

中
学
校
、
高
校
の
全
教
科
の
平
均
で
は
低
下
傾
向
に

あ
る
が
、
保
健
体
育
は
い
ま
だ
高
倍
率
を
保
っ
て
い

る
。
こ
の
倍
率
低
下
に
は
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
い

る
が
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
要
因
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採
用
試
験

合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
教
育
現
場
は

常
に
変
化
し
て
お
り
、
学
校
現
場
で
は
新
人
教
員
も

即
戦
力
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
真
摯
な
気
持
ち
で
「
学
び
続
け
る
教
員
」
で

な
い
と
変
化
に
対
応
で
き
な
い
。

本
学
で
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
は
、
教

育
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
、
子
供
に
対
す
る
愛
情
が

深
い
人
が
多
い
。
本
学
の
４
年
間
で
人
間
的
に
も
成

長
し
、
勉
学
を
通
し
て
知
識
技
能
を
身
に
着
け
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。�

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】

年度別教員採用試験（現役）合格者状況

卒業年度 平成
30年度

令和
1年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

合格者数 52人 47人 55人 63人 70人

教員採用試験

70人現役合格
３年連続過去最多

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
で

の
就
職
活
動
が
終
了
し
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
採
用
試
験
方
法

は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
選
考
が
定
着
し
、
学
生
は
柔
軟
に

使
い
こ
な
し
て
選
考
に
挑
ん
だ
。
一

方
で
対
面
に
戻
っ
た
採
用
試
験
な
ど

も
多
く
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
学
生
が
ど
ち
ら
の
方
式
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、

対
面
双
方
の
面
接
対
策
や
講
座
の
充

実
に
努
め
た
。

令
和
４
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格

者
数
は
、
昨
年
度
の
74
人
を
大
き
く

上
回
る
90
人
（
延
べ
）。
内
訳
は
、
国

家
公
務
員
（
刑
務
官
・
自
衛
官
・
海

上
保
安
官
）
が
４
人
、
地
方
公
務
員

（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政
職
）
は
86

人
。
コ
ロ
ナ
禍
で
公
務
員
人
気
が
高

ま
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
「
公
務
員
コ
ー
ス
」
を
新
設

し
て
「
公
務
員
革
命
」
を
掲
げ
、
学

生
た
ち
が
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成

果
が
出
た
。

恒
例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
開
催
し
た
。

３
年
生
対
象
は
８
月
に
開
催
し
、大
手

業
界
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
L
I
V
E

配
信
の
講
演
を
含
め
、
２
日
間
で
全

24
の
企
業
・
団
体
の
動
画
を
配
信
し

た
。
１
、２
年
生
は
２
月
に
開
催
し
、

２
年
生
対
象
は
今
年
、
内
定
、
合
格

が
決
ま
っ
た
４
年
生
36
人
か
ら
、後
輩

に
向
け
て
熱
く
語
る
講
演
動
画
を
配

信
。
ま
た
、
１
年
生
は
「
将
来
に
つ
い

て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
枚
方
市

立
明
倫
小
学
校
教
頭
・
大
隈
大
蔵
氏

（
35
期
卒
）、
大
阪
府
警
察
住
吉
警
察

署
警
察
官
・
庄
司
龍
二
氏
（
41
期
卒
）

に
よ
る
特
別
講
演
を
配
信
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
「
学
内
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
年
も
多
く

の
企
業
団
体
の
協
力
で
、
昼
休
み
に

オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。

近
年
、
卒
業
予
定
者
の
約
50
％
が

企
業
等
（
企
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
、

医
療
、
福
祉
、
自
営
業
）
に
進
み
、

高
い
就
職
率
を
残
し
て
い
る
。
各
企

業
の
体
育
会
系
学
生
に
対
す
る
評
価

は
安
定
し
て
お
り
、
本
学
の
学
生
に

対
す
る
期
待
も
一
層
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

【
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

就
職
状
況

公
務
員
合
格  

大
幅
増
90
人

今
年
度
も
安
定
し
た
高
い
就
職
率
に
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初歩から応用のレベルまで技能の向上に励んだ

令
和
5
年
度
入
試
は
、
昨
年
、一
昨
年
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
十
分
に
講
じ
、
受
験
者
に
不
利
益
が
及
ば
な

い
よ
う
に
、特
例
措
置
を
設
け
て
実
施
さ
れ
た
。

志
願
者
数
は
、体
育
学
部
が
８
７
９
人
で
前

年
度
52
％
減
、教
育
学
部
は
３
１
４
人
で
前
年

度
43
％
減
と
な
り
、
総
志
願
数
は
１
、１
９
３

人
で
前
年
度
50
％
減
と
な
る
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

入
試
制
度
の
見
直
し
を
実
施
し
、
複
雑
化

し
て
い
た
多
く
の
型
や
日
程
を
絞
る
こ
と
で
受

験
生
に
と
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
選
択
が
で
き
る
方

法
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
学
校
推
薦
型
で
は
専

願
制
中
心
に
戻
す
こ
と
で
、
本
学
へ
の
志
願
度

が
強
い
受
験
生
の
確
保
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
他
各
選
抜
別
の
変
更
点
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

総
合
型
選
抜
で
は
、
自
己
推
薦
型
に
「
資
格

や
高
等
学
校
で
の
活
動
実
績
」を
加
点
す
る
制

度
を
導
入
し
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
で
は
、
昨
年
度
は
他
大

学
と
の
併
願
制
を
中
心
と
し
た
入
試
を
実
施
し

て
い
た
が
、今
年
度
は
自
己
表
現
型
及
び
体
力

評
価
型
を
専
願
制
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
、
教

科
型
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
の
併
願
制
と
し
、

引
き
続
き
他
大
学
と
の
併
願
も
可
能
と
し
た
。

一
般
選
抜
は
、昨
年
度
ま
で
の
二
つ
の
日
程
、

A
日
程
・
B
日
程
で
実
施
し
て
い
た
が
、
今
年

度
は
一つ
の
日
程
の
み
に
戻
し
て
の
実
施
と
し
た
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
で
は
、前

期
は
両
学
部
で
実
施
し
、
後
期
に
体
育
学
部

を
追
加
し
、
体
育
学
部
・
教
育
学
部
共
に
二
回

の
出
願
を
可
能
と
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
特
別
総
合
型
選
抜
に
お
い
て
は
、

体
育
学
部
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
教
育
学

部
で
も
同
選
抜
方
法
を
導
入
し
、９
人
の
合
格

者
が
あ
っ
た
。

18
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
新
設

大
学
・
学
部
等
の
増
加
に
よ
り
入
学
定
員
数
が

増
え
て
お
り
、
昨
年
度
の
私
立
大
学
・
短
期
大

学
等
入
学
者
志
願
動
向
で
の
調
査
で
は
、
47
・

５
％
の
私
立
大
学
が
定
員
割
れ
と
な
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
各
大
学
で
定
員
割
れ
を
防
ぐ

た
め
に
年
内
入
試
で
定
員
を
確
保
す
る
流
れ

が
加
速
し
て
お
り
、本
学
も
同
様
の
方
針
で
入

学
生
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
次

年
度
入
試
に
向
け
て
、受
験
生
が
よ
り
受
験
し

や
す
い
よ
う
に
選
抜
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

【
入
試
部
】

令
和
５
年
度
入
試

年
内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
が

さ
ら
に
加
速
！

冬
の
野
外
活
動
実
習
の
「
ス

キ
ー
実
習
」
が
、
２
月
13
日
か
ら

19
日
に
か
け
て
、
菅
平
高
原
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
（
長
野
県
上
田
市
）
に
お
い

て
、
体
育
学
部
と
教
育
学
部
の
１
年
生
ら
、
約

2
2
0
名
を
前
後
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。

大
阪
体
育
大
学
で
は
、
非
日
常
の
自
然
環
境
の

中
で
の
仲
間
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
豊
か
な
人
間

関
係
や
社
会
的
態
度
の
あ
り
方
を
学
ぶ
「
野
外
活

動
実
習
」
を
選
択
必
修
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
、

キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ

な
ど
の
実
習
を
開
講
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
実
習
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
中

止
が
続
い
て
お
り
、
３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
。

感
染
対
策
の
た
め
本
来
の
日
程
を
短
縮
し
て
の
実

施
と
な
っ
た
が
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
高
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
「
ス
キ
ー
実
習
」
は
技
術
指
導
を
す
べ
て
本

学
教
員
が
担
う
こ
と
が
特
徴
。
先
生
に
よ
る
ス
キ
ー

の
技
術
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
学
内
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
先
生

の
一
面
に
触
れ
る
こ
と

で
、
先
生
や
仲
間
と
の

交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
夜
に
は
「
ス

ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な

ど
を
題
材
に
し
た
講
義

を
受
け
、
ス
キ
ー
の
持

つ
教
育
的
価
値
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

価
値
を
学
ん
で
い
た
。

３
年
ぶ
り
ス
キ
ー
実
習

両
学
部
の
約
２
２
０
名
が
参
加

教員からスキーの
講習を受ける学生

<体育学部>
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜
スポーツ教育学科 30 122 122 54

健康・スポーツマネジメント学科 20 61 61 44
計 50 183 183 98

スポーツ特別総合型
選抜

スポーツ教育学科 97 106 106 106
健康・スポーツマネジメント学科 23 45 45 45

計 120 151 151 151

DASH アスリート
特別総合型選抜

スポーツ教育学科 3 1 1 1
健康・スポーツマネジメント学科 2 1 1 1

計 5 2 2 2

卒業生子女型選抜
スポーツ教育学科 ― 5 5 3

健康・スポーツマネジメント学科 ― 2 2 1
計 ― 7 7 4

学校推薦型選抜
※内部・指定校推薦を含む

スポーツ教育学科 105 201 198 144
健康・スポーツマネジメント学科 80 131 126 145

計 185 332 324 289

一般選抜
スポーツ教育学科 80 85 83 95

健康・スポーツマネジメント学科 70 50 49 52
計 150 135 132 147

大学入学共通テスト
利用選抜・前期

スポーツ教育学科 2 37 37 21
健康・スポーツマネジメント学科 3 23 23 15

計 5 60 60 36

大学入学共通テスト
利用選抜・後期

スポーツ教育学科 3 5 5 4
健康・スポーツマネジメント学科 2 2 2 2

計 5 7 7 6

外国人選抜
スポーツ教育学科 若干 1 1 1

健康・スポーツマネジメント学科 若干 1 1 0
計 若干 2 2 1

合　計
スポーツ教育学科 320 563 558 429

健康・スポーツマネジメント学科 200 316 310 305
計 520 879 868 734

<教育学部>
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 教育学科 20 48 48 40

スポーツ特別総合型
選抜 教育学科 5 9 9 9

卒業生子女型選抜 教育学科 ー 0 0 0

学校推薦型選抜
※内部・指定校推薦を含む 教育学科 45 128 127 90

一般選抜 教育学科 45 72 69 46

大学入学共通テスト
利用選抜・前期 教育学科 6 53 53 35

大学入学共通テスト
利用選抜・後期 教育学科 4 4 4 3

合　計 教育学科 125 314 310 223
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祝
賀
会
は
下
川
真
良
・
男
子
監
督
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
ま
ず
、
原
田
宗
彦

学
長
が
、「
監
督
・
選
手
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
、
環
境
、

O
B
・
O
G
ら
、
組
織
の
幅
広
い
支
え

が
あ
っ
て
の
９
連
覇
。
こ
の
偉
業
を
称
え

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
野
田
賢
治

理
事
長
が
、「
ま
た
来
年
こ
の
よ
う
に
祝

勝
会
が
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い

ま
す
」
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
た
。

祝
賀
会
で
は
、
昨
年
11
月
の
イ
ン
カ

レ
の
熱
戦
の
様
子
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

イ
ン
カ
レ
自
体
が
開
か
れ
な
か
っ
た

2
0
2
0
年
度
、
８
連
覇
を
果
た
し
た

も
の
の
優
勝
祝
賀
会
が
開
か
れ
な
か
っ

た
昨
年
度
の
活
躍
の
様
子
も
あ
わ
せ
て

映
像
で
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
温
か
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
学
の
卒
業
生
で
全
国
高
校

選
抜
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
民
体

育
大
会
で
優
勝
し
た
京
都
府
立
洛
北
高

校
・
西
村
純
、
北
陸
高
校
・
福
村
正
巳
、

香
川
県
立
香
川
中
央
高
校
・
田
中
潤
、

大
阪
体
育
大
学
浪
商
高
校
・
徳
永
昌
亮

各
監
督
に
宍
倉
保
雄
前
部
長
か
ら
表
彰

状
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
の
イ
ン
カ
レ
９
連
覇
を
称
え
る
優
勝
祝
賀
会
が
２
月
５

日
、
大
阪
市
北
区
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
か
れ
、
大
学
や
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
関
係
者
、
卒
業
生
ら
約
3
0
0
人
が
参
加
し
た
。

大
阪
体
育
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
、
昨
年
11
月
、
愛
知
県
豊
田
市
で
開

か
れ
た
高
松
宮
記
念
杯
女
子
第
58
回
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
、

史
上
最
多
の
連
覇
記
録
を
更
新
す
る
９
大
会
連
続
10
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

祝・インカレ９連覇　ハンドボール部女子祝賀会

最
後
に
女
子
部
員
全
員
が
登
壇
し
、

岡
田
彩
愛
主
将
が
、「
先
輩
方
が
築
き
上

げ
た
連
覇
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
連
覇
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
っ
た
上
で
、

「
新
チ
ー
ム
に
は
、
10
連
覇
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
楠
本
繁
生
監
督
は
、

時
折
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、「
次
は
10

連
覇
と
背
負
う
も
の
が
あ
る
が
、
選
手

た
ち
が
思
う
存
分
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
。
大
阪
体
育
大

学
に
来
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

約300人が偉業を祝ったインカレ９連覇優勝祝賀会

楠本繁生監督

参加者がそろって記念撮影

岡田彩愛主将
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日
本
部
活
動
学
会
の
第
６
回
大
会
が
３
月

11
日
、
大
阪
体
育
大
学
で
開
催
さ
れ
、
全
国

の
研
究
者
や
教
育
委
員
会
、
学
校
関
係
者
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
約
1
4
0
人
が
参
加

し
た
。

大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
大
阪
府
・
大
阪

市
・
堺
市
・
熊
取
町
の
各
教
育
委
員
会
が
後

援
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
、
く
ま
と
り

に
ぎ
わ
い
観
光
協
会
が
協
賛
し
、
大
阪
体
育

大
学
が
主
管
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
本
学

と
関
西
大
学
大
学
院
の
学
生
約
20
名
が
担

当
。
対
面
で
の
開
催
は
４
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

学
会
は
、
午
前
・
午
後
の
部
に
分
か
れ
、

午
後
の
部
で
は
神
谷
拓
会
長
（
関
西
大
学
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
・

橋
本
正
司
教
育
長
、
大
阪
体
育
大
学
・
原
田

宗
彦
学
長
の
祝
辞
、
中
尾
豊
喜
大
会
実
行
委

員
長
（
大
阪
体
育
大
学
体
育
学
部
教
授
）
の

趣
旨
説
明
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
ス
ポ
ー

ツ
課
課
長
補
佐

兼
運
動
部
活
動

改
革
専
門
官
の

田
口
雅
紀
氏
が

「
運
動
部
活
動

の
地
域
連
携
・

地
域
移
行
と
地

域
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
に
つ

い
て
」
と
題
し

て
基
調
講
演
し
た
。

続
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
改
革
前
夜
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
視
座
よ
り
、
こ
れ

か
ら
の
部
活
動
を
考
え
る
」
に
移
り
、
第
１

部
の
現
状
報
告
で
は
土
屋
裕
睦
教
授
（
大
阪

体
育
大
学
）
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
大

阪
府
教
育
庁
教
育
振
興
室
保
健
体
育
課
の
杉

本
嘉
文
主
任
指
導
主
事
が
「
大
阪
府
に
お
け

る
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し
現
状
を

報
告
。
大
阪
体
育
大
学
か
ら
は
、
滝
沢
洋
平

講
師
が
中
学
・
高
校
な
ど
で
部
活
動
指
導

員
・
外
部
指
導
者
な
ど
と
し
て
運
動
部
活
動

の
指
導
に
あ
た
る
学
生
を
育
成
す
る
「
グ
ッ

ド
コ
ー
チ
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
詳
細
を
説
明

し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
の
村
上
な

お
み
監
督
が
、
泉
大
津
市
の
学
校
現
場
に
部

員
が
外
部
指
導
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る

事
例
な
ど
を
報
告
。
泉
大
津
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課
の
近
藤
陽
子
課
長
は
同

市
が
進
め
る
運
動
部
活
動
改
革
事
業
の
概
要

や
本
学
と
の
連
携
事
業
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

本
学
と
泉
大
津
市
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会

社
は
、
協
力
し
て
遠
隔
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ス

マ
ー
ト
コ
ー
チ
」「
A
I
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
」

な
ど
を
使
っ
て
本
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
員
が
中
学
の
部
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面

で
技
術
指
導
す
る
実
証
実
験
を
実
施
し
て
お

り
、
同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
画
統
括
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企

画
部
遠
隔
コ
ー
チ
ン
グ
支
援
課
の
吉
嶋
稔
幸

課
長
が
動
画
を
交
え
て
指
導
の
模
様
や
乾
燥

を
報
告
し
た
。

第
２
部
の
指
定
討
論
で
は
、モ
デ
レ
ー
タ
ー

の
植
田
真
帆
講
師
（
東
海
学
園
大
学
）
の
司

会
で
、
森
田
啓
之
教
授
（
兵
庫
教
育
大
学
）、 

久
保
田
治
助
准
教
授
（
早
稲
田
大
学
）、
藤
本

淳
也
教
授
（
大
阪
体
育
大
学
）
が
、
第
１
部

で
の
報
告
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
「
学
校
教
育
」

「
社
会
教
育
」「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
」
の
視
点
に

基
づ
い
た
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
し
た
。

日
本
部
活
動
学
会
第
６
回
大
会

本
学
で
開
催　
４
年
ぶ
り
の
対
面
実
施

大阪体育大学で開催された日本部活動学会第６回大会。対面での開催は４年ぶりで、約140人が参加した

神谷拓会長

橋本正司・大阪府教育長

シンポジウム第１部で報告した皆さん

スポーツ庁・田口雅紀氏
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FD・SD 研修会
ＯＢの長積、松岡教授迎え

「
総
合
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
系
学
部
・
研
究
科
の
将

来
構
想
」
と
題
し
た
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
）・
Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

研
修
会
が
２
月
７
日
、
立
命
館
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
学
部
長
の
長
積
仁
教
授
、
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
学
術
院
学
術
院
長
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
学
部
長
の

松
岡
宏
高
教
授
を
お
招
き
し
て
大
会
議
室
で
開
か
れ
、

教
職
員
約
40
人
が
参
加
し
た
。

長
積
教
授
は
本
学
の
卒
業
生
、
松
岡
教
授
も
大
学
院

体
育
学
研
究
科
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
専
攻
の
修
了
生
。
い

ず
れ
も
本
学
で
原
田
宗
彦
現
学
長
の
指
導
を
受
け
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
専
門
分
野
。

研
修
会
は
、
土
屋
裕
睦
学
長
補
佐
の
司
会
で
進
行
し
、

２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

な
ど
を
紹
介
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
、
長
積
教
授
と
松
岡
教
授
は
、
勤

務
校
と
母
校
と
を
比
較
し
、「
大
阪
体
育
大
学
は
５
月
の

運
動
部
活
動
指
導
認
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
講
な
ど
、
総
合
大

学
に
は
な
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
軽
さ
や
関
西
の
教
育
現
場

と
の
連
携
の
深
さ
が
あ
る
」

な
ど
と
本
学
の
強
み
を
挙

げ
、
来
年
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
開
設（
設
置
構
想
中
）

に
向
け
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
た
。

ま
た
、
土
屋
学
長
補
佐
は

「
本
学
の
卒
業
生
・
修
了
生
で

あ
る
お
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

学
部
、
大
学
院
の
ト
ッ
プ
に

な
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
本
学
も
両
大
学
に

負
け
な
い
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
」
と
研
修
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

大
阪
体
育
大
学
は
３
月
７
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
、
南
洋
理

工
学
院
と
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
泉
佐
野
市
の
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ

テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
で
開
か
れ
た
調
印
式
で
は
、
大
阪
体
育
大
学

の
原
田
宗
彦
学
長
と
南
洋
理
工
学
院
の
L
o
h 

C
h
u
u 

Y
i

副
学
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
覚
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

両
大
学
で
は
、
学
年
度
ご
と
に
最
大
30
名
の
学
生
の
交
換
留
学
を

行
い
、
留
学
生
に
交
流
事
業
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
。

調
印
式
で
は
、
野
田
賢
治
理
事
長
が
「
両
校
の
交
流
が
始
ま
り
ま

す
。
し
っ
か
り
と
懇
親
し
て
ほ
し
い
」
と
、
原
田
学
長
が
「
素
晴
ら

し
い
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
と
期
待
の
言
葉
を

述
べ
た
。
L
o
h 

C
h
u
u 

Y
i
副
学
長
は
「
学
生
た
ち
が
交
流

し
、
学
び
、
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
副
学
長
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
前
島
悦
子
セ
ン
タ
ー
長

が
「
こ
の
交
流
が
長
く
続
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
乾
杯
の
挨
拶

を
し
て
、
歓
迎
会
が
始
ま
っ
た
。

南
洋
理
工
学
院
か
ら
は
学
生
ら
約
30
名
が
訪
れ
、
８
日
か
ら
９
日

に
か
け
て
、
大
阪
体
育
大
学
で
交

流
事
業
に
参
加
し
、
サ
ッ
カ
ー
や

水
泳
、
環
境
活
動
を
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
で
は
シ
ン

ガ
ポ
ル
の
ボ
ー
ル
競
技
を
楽
し

み
、
ダ
ン
ス
室
で
は
、
日
本
の
踊

り
「
炭
坑
節
（
た
ん
こ
う
ぶ
し
）」

を
白
井
麻
子
准
教
授
の
レ
ク
チ

ャ
ー
で
体
験
す
る
な
ど
、
両
大
学

の
学
生
は
交
流
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
た
。

南洋理工学院のLoh Chuu Yi副学長と原田宗彦学長歓迎会を楽しんだ

シンガポールのボール競技を楽しむ学生たち

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
と

３
月
に
交
流
協
定
を
締
結
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2022年度の日本選手権やインカレで優勝、または世界選手
権などに出場したクラブや在学生を紹介した横断幕が制作さ
れた。本学中央棟前広場のデッキに掲示されている。

大島鎌吉スポーツ賞

学長特別表彰
世界と日本で活躍の８人２団体に

優勝おめでとう 横断幕

世
界
や
国
内
の
ト
ッ
プ
の
大
会
で
今
年
度
に
顕
著
な
成
績
を
収
め

た
８
人
と
２
団
体
に
２
月
８
日
、
学
長
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

Ｌ
３
０
１
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
は
原
田
宗
彦
学
長
か
ら

表
彰
状
と
理
事
長
奨
励
賞
が
、
長
崎
正
巳
事
務
局
長
か
ら
副
賞
が
贈

ら
れ
た
。

表
彰
の
後
、
原
田
学
長
が
「
ク
ラ
ブ
の
頑
張
り
が
大
阪
体
育
大
学

の
権
威
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

活
躍
す
る
た
め
に
社
会
的
な
責
任
を
自
覚
し
つ
つ
、
目
標
に
向
か
っ

て
段
階
や
過
程
を
考
え
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
藤
井
愛
子
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表

し
て
「
指
導
者
や
家
族
、
友
人
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
と
の
出
会
い
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

優
れ
た
指
導
を
行
い
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
指
導
者

に
贈
ら
れ
る
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式
が
2
月

9
日
、
理
事
長
応
接
室
で
行
わ
れ
た
。

受
賞
し
た
の
は
以
下
の
皆
さ
ん
。

〈
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
功
労
賞
〉

貴
嶋
孝
太
准
教
授

（
陸
上
競
技
部
男
子
短
距
離
部
門
コ
ー
チ
）

※ 

第
18
回
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

オ
レ
ゴ
ン
2
0
2
2

に
出
場
し
た
岩
崎
立
来（
体
育
4
年
）を
指
導

〈
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
奨
励
賞
〉

楠
本
繁
生
教
授
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
監
督
）

※ 

全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
9
連
覇

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
）
を
達
成

藤
原
敏
行
教
授
（
体
操
競
技
部
男
子
監
督
）

※ 

第
76
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
で

優
勝
し
た
築
山
翔
馬
（
体
育
1
年
）
を
指
導

【団体】
アダプテッド・スポーツ部＝日本車椅子ハンドボール競技大会優勝
ハンドボール部女子＝全日本学生ハンドボール選手権大会優勝
【個人・世界】
寺井捺貴（体育３年）＝夏季デフリンピック競技大会バレーボール８位
北谷宏人（教育２年）＝夏季デフリンピック競技大会陸上棒高跳優勝
岩崎立来（体育４年）＝世界陸上競技選手権大会混合４×400ｍリレー出場
宇津木美都（教育２年）＝世界パラ水泳選手権大会100ｍ平泳ぎＳＢ８クラス６位
田部壮一郎（体育２年）＝ 体操ＦＩＧワールドチャレンジカップソンバトヘイ大会つり輪

３位・平行棒５位
内田峻介（教育２年）＝世界ボッチャ選手権大会BC４クラス個人優勝・ペア４位
冨部柚三子（大学院博士前期課程２年）＝ セーリング・ILCA６級全日本選手権男女

総合優勝
築山翔馬（体育１年）＝全日本学生体操競技選手権大会ゆか優勝

学長特別表彰を受けた学生と指導者、大学関係者

受賞した楠本繁生教授（右から４人目）、貴嶋孝太准教授（同２人目）、
藤原敏行教授（右端）
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熊取町提供

教
育
学
部
は
２
月
18
日
、
Ｎ
号
館
で

「
発
達
性
協
調
運
動
障
害
（
D
C
D
）」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
公
開
講
座
・
特
別
支

援
教
育
「
教
育
講
演
会
」
を
開
催
し
た
。

教
育
講
演
会
は
特
別
支
援
教
育
に
携

わ
る
先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
な
ど
関

心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
毎
年
開
か
れ

て
い
る
が
、
対
面
で
の
開
催
は
３
年
ぶ

り
と
な
る
。

講
演
会
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ダ
ン
ス

グ
ル
ー
プ 「
D
a
n
c
e 

A
s
s
e
m
b
l
e 

ア
マ
カ
マ
・
ド
ゥ
」（
指
導
＝
安
田
友
紀
・

神
戸
女
学
院
大
学
専
任
講
師
）
の
創
作

ダ
ン
ス
披
露
の
後
、
教
育
講
演
と
し
て
、

北
翔
大
学
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
科
の
瀧
澤
聡
教
授
が
「
発
達

性
協
調
運
動
障
害
（
Ｄ
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い

て
―
そ
の
理
解
と
対
応
：
小
学
校
通
級

指
導
教
室
に
お
け
る
実
践
経
験
を
踏
ま

え
て
―
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

そ
の
後
、
関
西
福
祉
科
学
大
学
保
健

医
療
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻
の
丹
葉
寛
之
教
授
が

「
Ｄ
Ｃ
Ｄ
児
の
学
校
現
場
で
の
理
解
と
支

援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

第
33
回
く
ま
と
り
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

が
３
月
５
日
、
大
阪
体
育
大
学
の
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
で
３
年
間
中
止
さ
れ
、
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。
ク
ォ
ー
タ
ー
マ

ラ
ソ
ン
（
10
・
55
㎞
）、
3
㎞
中
学

生
、
3
㎞
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
各
種
目
に
合
計
4
8
2
名
が

参
加
。
永
楽
ダ
ム
を
２
周
す
る
コ
ー

ス
な
ど
で
健
脚
を
競
っ
た
。

2
0
2
3
日
本
パ
ラ
水
泳
春
季
チ
ャ
レ

ン
ジ
レ
ー
ス
兼
2
0
2
3
年
度
日
本
代
表

選
手
選
考
会
が
３
月
４
日
、
静
岡
県
富
士

市
で
行
わ
れ
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

1
0
0
㍍
平
泳
ぎ
（
S
B
８
ク
ラ
ス
）
６

位
の
水
上
競
技
部
、
宇
津
木
美
都
選
手

（
教
育
学
部
２
年
）
が
、
１
分
27
秒
60
を

マ
ー
ク
し
て
世
界
パ
ラ
水
泳
選
手
権
（
７

月
31
日
～
８
月
６
日
、
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
）
の
標
準
記
録
を
突
破
し
、
出
場
権

を
獲
得
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
記
録
を
約

１
秒
縮
め
る
好
タ
イ
ム
だ
っ
た
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
ア
ジ
ア
パ
ラ
ゲ
ー
ム

ズ
（
９
月
23
日
～
10
月
８
日
、
中
国
・
杭

州
）の
日
本
代
表
候
補
に
も
選
出
さ
れ
た
。

特
別
支
援
教
育
「
教
育
講
演
会
」

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

世界パラ水泳出場へ

くまとりロード開催
本学発着で４年ぶり　482名が快走

熊取町提供

宇津木美都選手
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名誉教授�　 和 田 隆 夫
運命の女神よ、人がいる限り愛はある

２月６日、トルコ・シリア地震が発生した。その被害の大きさには
地震国の住民であっても驚いた。死者への追悼と被災者への連帯を
強く表明したい。
トルコと日本の友好の歴史は有名だ。とくにトルコの教科書に掲載
されていたエルトゥールル号遭難事件やイラン・イラク戦争でのトル
コ航空による日本人救出がある。そしてぼくには、ときおり思い出す
トルコ人の家族がいる。
2015年、在外研究でドイツのフライブルク大学に4ヶ月間滞在し

た。旧交を温めたり、新しく知己を得たり、研究以外にも望外の成
果があった。
その滞在中に出会ったトルコ人家族との淡く、しかし印象深いふれ
あいは、ときおり暗闇の中の蛍のようにぼくの心に光っている。
7月のある日、大学近くで「カルミナ・ブラーナ」の貼り紙を見た。

なんと公演は明日である。
翌日午前中に地元紙のサービスカウンターでなんとかチケットを
買った。
カルミナ・ブラーナは、カール・オルフが作曲した世俗カンタータ
で、詞は19世紀初めにベネディクト会のボイエルン修道院の図書室
で発見された11、12世紀の詩歌集
による。聖も俗も、猥褻をも含み、当
時の民衆の姿を映し出した、「これぞ
中世！」が美しい旋律の中でよみが
えってくる。
今回は、フライブルクの中心から
少し離れた�Ebnet�の城公園を会場
にして、夜8時から野外で上演され
る。出演者は、バーゼルから来演し
たソプラノ歌手以外はすべて地元民
である。だからこそ見逃せない。
ぼくは、ミュンスター近くから30分ほどバスに乗り、一度乗り換え

て5分ほどで着いた。列をなしている人 に々囲まれて歩いた。屋外ス
テージは、やや古風な建物の前にしつらえられており、座席はパイ
プ椅子だった。すでに半分ほどの席は老若男女で占められていた。
地元の白ワインが売られていたので飲んでいるうちに8時となり、カ
ルミナ・ブラーナは、穏やかな暗闇に包まれてドラマチックに開演し
た。
カンタータ「おお、運命の女神よ」で始まる。
詞の大意は、すべてのものは運命に支配されるもので、運命の女
神の持つ車輪の前にすべては服従せねばならないということらしい。
本当にそうだろうか？　すべての運命が宿命とは限らない。
漆黒の闇に囲まれた舞台は９時に終わった。来たときと同じように
人の流れにのって歩き出した。しかしすぐにこれは来たときと違う道と
気づいた。あわてて流れから離れ、降車したバス停に向かった。
（どうもみんな駐車場に行くみたいだ）
これが大きな間違いだった。あとで知ることになるが、人の流れ
は、乗り換えたバス停に向かっていたのだ。
ぼくは、降車したバス停の向いのバス停を見つけると、余韻に浸

りながらのんびり待っていた。30分たってもバスは来ない。そのとき
になってようやく誰もいないことに気づいた。
（えっ！！）

あわててバス停の時刻表を見ると、まだバスはあ
る。安心したが、もう40分は待っている。これはお
かしい。あたりを見わたすと人の気配がない。静寂
につつまれている。もう一度時刻表を見ると、この
時間帯の数字の横に奇妙なしるしがついていた。こ
れには注意書きがあった。「このしるしのあるバス
は、事前に事務所に電話をして予約してください」と
いうことらしい。もう10時を過ぎている。事務所は
閉まっている。困ってしまった。徒歩では3、4時間
かかるだろう。そもそも道がよくわからない。朝まで
ここにいるほうが無難か。
ときおり車が通り過ぎる。森の中のバス停で一人はつらい。まだ
街灯は灯っているが、それもいつまでつづくのか不安だった。
そんなとき一台の乗用車が５０メートルほど行きすぎて戻ってきた。
30代の男性がおりてきて、ぼくに声をかけた。
「バスはもうないぞ。どうした」
「バスに乗り遅れたよ」
「どこに行きたいの、乗っけるよ」
「ミュンスタープラッツあたりだとありがたい」
「わかった。いいよ」
本当に助かった。努力せず不安の中にいただけなのに運命の女

神は車輪を止めた。
後部座敷に乗車すると３，４歳くらいの女の子がいた。ぼくの顔を見

つめていた。まだ泣いていない。このまま泣かないようにしなければ
と思い、ぎこちなく笑いかけた。すると女の子は身構えた。男性は父
親のようで、ドイツ語でない言葉で女の子に話しかけ、しばらくする
と女の子は眠りに落ちた。
ぼくたちはささやくように喋った。
彼らは、トルコからフライブルクにやってきて３年目の家族だった。

名前はタルハン。流ちょうなドイツ語を喋る。ぼくはバスに乗り遅れ
た経緯を説明した。すると母親が、「ここのバスの運行はよくわから
ない」と文句を言い出した。それをきっかけに互いにドイツ生活の不
満を言い出して、声は大きくなり、やがて大笑いになったところで、
娘が起きた。
タルハンさんは、ぼくが日本人だと知るとより親しげになった。エ
ルトゥールル号遭難事件のことを知っていて、その話からぼくの人間
性をいい方向に判断してくれているようだった。
降車するとき、言葉だけでなくお礼をしたいと思い、食事に誘った。
しかしタルハンさんは固辞した。
「ぼくがしたことは誰もがすることだ。今度はおまえが誰かにすれ
ばいい」
その後タルハンさんを雑踏の中でさがす瞬間は幾度もあったが、

それきり出会うことはなかった。一度の出会いだったが、彼の迷いの
ない意思がつくりだす小気味いい行動のリズムとやさしさのハーモ
ニーはいまも心に残っている。

運命の女神よ、人がいる限り愛はある。
注　�エルトゥールル号遭難事件：1890年9月16日和歌山県串本町沖でオスマン帝
国（トルコ）の軍艦が遭難した。その折り地元民は献身的な救難活動と死者
の丁重な弔いを行い、また日本政府と国民の支援があった。この話がトルコ
の教科書に掲載され、トルコでは時代を超えて広く知られている。

◆
◇
２
月
の
Ｏ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
を
取
材
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
制
限
の
多
か
っ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
に
、
日
常
が
戻
っ
て
き

た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
場
や
体
育
館
な

ど
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
で

響
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
の
新
鮮
な
こ

と
。
体
験
教
室
を
制
限
な
く
実

施
で
き
た
の
は
４
年
ぶ
り
で

す
。
ス
キ
ー
実
習
も
３
年
ぶ
り

で
し
た
。

◆
◇
先
日
、
ベ
ル
ギ
ー
・
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る

卒
業
生
の
林
大
地
選
手
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
取
材
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。「
大
学
と
い
う

ス
テ
ー
ジ
で
、
信
頼
で
き
る
仲

間
や
コ
ー
チ
に
出
会
い
、
プ
ロ

を
目
指
せ
る
環
境
に
身
を
置
く

こ
と
が
で
き
た
。
大
学
生
活
の

４
年
間
は
サ
ッ
カ
ー
人
生
の
分

岐
点
に
な
り
ま
し
た
」。
林
選

手
は
大
学
の
４
年
間
で
得
た
も

の
の
大
き
さ
を
熱
っ
ぽ
く
語
り

ま
し
た
。

◆
◇
そ
の
貴
重
な
４
年
間
の
大

半
を
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
の
中
で
過
ご

し
ま
し
た
。
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
が
、
ど
う
ぞ
次
の
ス
テ
ッ
プ

で
そ
の
分
も
輝
い
て
く
だ
さ

い
。
４
月
、
高
校
時
代
の
３
年

間
を
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
し
た
新

１
年
生
が
入
学
し
ま
す
。
大
学

生
活
と
日
常
生
活
の
回
復
。
二

つ
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま

り
ま
す
。
林
選
手
の
よ
う
に
、

自
身
の
分
岐
点
と
な
る
よ
う
な

充
実
し
た
４
年
間
を
送
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。【大

坪
康
巳
】

開演前の舞台

乗換のバス停。ここか
らバスでさらに5分ほど
森の中に入る。
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OPEN CAMPUS
キャンパス見学会

2023

7/22（土） 5/17（水）・5/25（木）・6/2（金）

6/24（土）　10～13時
15～19時

申込方法など詳細は入試部へ
電話 072-453-7070

※日程および内容は変更される場合があります。

9/2（土）　   10～13時

・8/4（金）
8/5（土）・8/11（金・祝）

オープンキャンパス
2023


